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様式第1号

２．事業実施実績と実施見込み（Ｄｏ)

新規 継続

施 策

事 務 事 業

名 称

政 策総合計画で
の位置づけ

関連事業

対 象

（誰を、何を、どこを）

１．事業の概要（Ｐｌａｎ)

手 段

（どのような方法で）

意 図

（対象をどのようにしたいか）

根拠法令・要綱等

事業の概要

コード 担当所属

氏 名

会計

款

項

目

活

指 標 名 単位
目標

事中

実績

目標

事中

実績

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

実績

目標

事中

実績

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

実績

目標

事中

実績

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

実績

目標

事中

実績

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

実績

目標

事中

実績

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

実績

目標

事中

実績

目標

事中

見込

目標

事中

見込

目標

事中

見込

指標設定の考え方

指標設定の考え方

指標設定の考え方

指 標 名

事
　
　
　
業
　
　
　
コ
　
　
　
ス
　
　
　
ト

年　　度

直　接　事　業　費 a

財

源

内

訳

国　庫　支　出　金

県　支　出　金

地　方　債

そ　の　他

一　般　財　源

（主な費用）

人件費
人工（人／年）

金額 b

総コスト c

市民一人当たり
の額（c/人口）

（決算額） （決算額） （当初額） （見込額） （計画額） （計画額）

（千円） （千円） （千円） （千円）

（円）

（千円）

（円） （円） （円） （円）

（千円）

（円）

数値で表せない成
果（見込）

単位

動
指
標

成
果
指
標

村上市 事務事業評価シート

(a+b)

記入者：

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

人人 人 人 人 人
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説 明

３．事業の評価（Ｃｈｅｃｋ）

①前年度事後評価

②今年度事中評価

視 点 評価項目

妥当性

有効性

効率性

総合評価

 自治体関与の妥当性

 目的の妥当性

 対象(受益者)の妥当性

 目標(改善)達成度

 類似事業の存在

 上位施策への貢献度

 コスト効率

 実施主体の適正性

 負担割合の適正性

説

視 点 評価項目 説 明

妥当性

有効性

効率性

 自治体関与の妥当性

 目的の妥当性

 対象(受益者)の妥当性

 目標(改善)達成度

 類似事業の存在

 上位施策への貢献度

 コスト効率

 実施主体の適正性

 負担割合の適正性

評価期間 年 月 日 年 月 日：平成 ～平成

評価期間 年 月 日 年 月 日：平成 ～平成

明
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【事中評価各視点に対する改善の着眼点】

【総合評価における今後の方向性の目安】

４．今後の方向性（Ａｃｔｉｏｎ）

５．【総合評価】（行財政改革推進本部会議）

視 点 改 善 の 着 眼 点

妥当性

有効性

効率性

総合評価
課

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

今 後 の 方 向 性 総合評価

拡大基調　（有効性の観点からの改革）

生産性向上（有効性の観点からの改革）

効率性向上（効率性の観点からの改革）

協働化　　（効率性の観点からの改革）

現状維持

縮 小

休廃止

成
果
の
方
向
性

拡充

維持

縮小

休廃止

皆減 縮小 維持 拡大

コスト投入の方向性

⑦

①②

③

④

⑤

⑥

改善提案

上記
実施状況

昨年度改善
提案内容

今後の方向性

①拡大基調(コスト拡大、成果拡充) ②生産性向上(コスト維持、成果拡大) ③効率性向上(コスト縮小、成果維持)

④協働化(コスト縮小、成果拡大) ⑤現状維持(コスト維持、成果維持) ⑥縮小(コスト縮小、成果縮小)

⑦休・廃止(コスト皆減、成果休廃止)

C

B

A

C

D

事
業
の
方
向
性

結

論

B or C

C or B

コ
メ
ン
ト

題

方 向 性

意

見

短期的改善と

長期的展望(    )
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負
担
割
合
の
適
正
性

コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
市
の
負
担
（
補
助
）
割
合
や
受
益
者
負
担
割
合
は
適
正
か
。

効
率
性

コ
ス
ト
効
率

実
施
手
段
の
適
正
化
、
電
子
化
、
人
員
の
見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
効
率
は
高
い
か
。

実
施
主
体
の
適
正
性

民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
の
導
入
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
る
か
、
今
後
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

類
似
事
業
の
存
在

同
種
・
同
類
の
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
か
。

上
位
施
策
へ
の
貢
献
度

事
業
の
成
果
は
上
位
施
策
の
目
的
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
か
。

対
象
（
受
益
者
）
の
妥
当
性

対
象
と
な
っ
て
い
る
人
（
モ
ノ
）
に
ず
れ
は
な
い
か
。
対
象
と
す
る
範
囲
は
間
違
っ
て
い
な
い
か
。

有
効
性

目
標
（
改
善
）
達
成
度

指
標
の
単
年
目
標
値
は
達
成
で
き
た
か
。
指
標
の
長
期
的
目
標
値
は
達
成
で
き
る
か
。

妥
当
性

自
治
体
関
与
の
妥
当
性

「
公
共
性
や
公
平
性
」
、
「
他
の
団
体
と
の
役
割
分
担
」
等
の
視
点
か
ら
市
が
実
施
（
関
与
）
す
る
理
由

目
的
の
妥
当
性

当
該
事
業
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
、
総
合
計
画
の
上
位
施
策
を
考
慮
し
て
目
的
は
妥
当
な
も
の
か
。

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
行
政
改
革
推
進
委
員
会
）

事
務
事
業
名
称

視
　
　
点

評
価
項
目

説
　
　
　
明

様
式
第
２
号
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当
該
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

協
働
化
（
コ
ス
ト
縮
小
、
成
果
拡
大
）

現
状
維
持
（
コ
ス
ト
維
持
、
成
果
維
持
）

縮
小
（
コ
ス
ト
縮
小
、
成
果
縮
小
）

休
・
廃
止
（
コ
ス
ト
皆
減
、
成
果
休
廃
止
）

（
意
見
）

総
合
評
価

説 明

【
今
後
の
方
向
性
】

結 　 　 論

今
後
の
方
向
性

拡
大
基
調
（
コ
ス
ト
拡
大
、
成
果
拡
充
）

生
産
性
向
上
（
コ
ス
ト
維
持
、
成
果
拡
大
）

効
率
性
向
上
（
コ
ス
ト
縮
小
、
成
果
維
持
）

皆
減

縮
小

維
持

拡
大

コ
ス
ト
投
入
の
方
向
性

Ｄ
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
、
民
営
化
、
休
廃
止
の
検
討
が
必
要

休
廃
止

Ｄ

事
業
の
統
合
、
規
模
、
内
容
、
実
施
主
体
の
見
直
し
が
必
要

縮
小

Ｃ

Ｃ

Ｂ
事
業
の
進
め
方
等
に
改
善
が
必
要

維
持

Ｂ
Ａ

【
総
合
評
価
の
見
方
】

【
総
合
評
価
に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
の
目
安
】

Ａ
計
画
ど
お
り
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
適
当

成 果 の 方 向 性

拡
充

Ｂ
・
Ｃ

Ｂ
・
Ｃ

Ｃ

有
効
性

効
率
性

【
各
視
点
に
対
す
る
改
善
の
着
眼
点
】

視
　
点

改
　
善
　
の
　
着
　
眼
　
点

妥
当
性
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自
治

体
関

与
の

妥
当

性
目

的
の

妥
当

性
対

象
(
受

益
者

)
の

妥
当

性
評

点

３
　

妥
当

で
あ

る
Ａ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｂ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｃ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｂ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｃ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｃ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｃ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｃ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｃ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｃ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｄ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｄ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｄ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｄ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｄ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｄ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｄ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｄ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｄ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｄ

３
　

妥
当

で
あ

る
Ｄ

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

Ｄ

１
　

妥
当

で
な

い
Ｄ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

妥
当

性
評

価
項

目
に

お
け

る
視

点
表

改
 
善

 
の

 
着

 
眼

 
点

自
治

体
関

与
、

目
的

、
対

象
の

妥
当

性
に

問
題

な
し

対
象

に
検

討
の

余
地

が
あ

れ
ば

、
進

め
方

等
の

改
善

が
必

要
で

あ
る

対
象

が
妥

当
で

な
い

た
め

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
が

妥
当

で
あ

り
、

対
象

も
妥

当
で

あ
れ

ば
、

目
的

を
検

討
す

る
に

は
ま

ず
進

め
方

の
改

善
が

必
要

で
あ

る

目
的

、
対

象
の

検
討

を
行

う
に

は
、

内
容

や
規

模
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

対
象

が
妥

当
で

な
い

た
め

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

目
的

が
妥

当
で

な
い

た
め

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

目
的

が
妥

当
で

な
い

た
め

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

目
的

も
対

象
も

妥
当

で
な

い
た

め
、

抜
本

的
な

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

進
め

方
の

改
善

で
は

な
く

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

進
め

方
の

改
善

で
は

な
く

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

進
め

方
の

改
善

で
は

な
く

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

進
め

方
の

改
善

で
は

な
く

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

進
め

方
の

改
善

で
は

な
く

、
内

容
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

対
象

が
妥

当
で

な
く

、
目

的
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

抜
本

的
な

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

目
的

が
妥

当
で

な
く

、
自

治
体

関
与

に
検

討
の

余
地

が
あ

れ
ば

、
事

業
そ

の
も

の
の

抜
本

的
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

目
的

が
妥

当
で

な
く

、
自

治
体

関
与

と
対

象
に

検
討

の
余

地
が

あ
れ

ば
、

抜
本

的
見

直
し

や
休

廃
止

の
検

討
も

必
要

で
あ

る

目
的

も
対

象
も

妥
当

で
な

い
た

め
、

抜
本

的
な

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

自
治

体
関

与
の

妥
当

性
が

な
け

れ
ば

、
抜

本
的

な
見

直
し

、
民

営
化

、
休

廃
止

の
検

討
が

必
要

で
あ

る

３
　

妥
当

で
あ

る

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

１
　

妥
当

で
な

い

３
　

妥
当

で
あ

る

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

１
　

妥
当

で
な

い

３
　

妥
当

で
あ

る

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

１
　

妥
当

で
な

い

妥 当 性

３
　

妥
当

で
あ

る

２
　

検
討

の
余

地
が

あ
る

１
　

妥
当

で
な

い

別
紙

　
１
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目
標

(
改

善
)
達

成
度

類
似

事
業

の
存

在
上

位
施

策
へ

の
貢

献
度

評
点

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ａ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｂ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｂ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｂ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｃ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｃ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ａ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｂ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｂ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｂ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｃ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｃ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｂ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｂ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｂ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｂ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

３
　

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
Ｃ

２
　

普
通

（
貢

献
し

て
い

る
）

Ｃ

１
　

低
い

（
不

十
分

で
あ

る
）

Ｃ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

有
効

性
評

価
項

目
に

お
け

る
視

点
表

改
 
善

 
の

 
着

 
眼

 
点

目
的

達
成

度
、

類
似

事
業

、
上

位
施

策
へ

の
貢

献
度

に
問

題
な

し

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

普
通

で
あ

れ
ば

、
有

効
性

を
さ

ら
に

高
め

る
た

め
に

若
干

の
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

低
け

れ
ば

、
事

業
の

内
容

が
不

十
分

と
考

え
ら

れ
、

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

に
検

討
の

余
地

が
あ

る
場

合
は

、
事

業
の

統
合

ま
で

は
い

か
な

い
が

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

普
通

で
あ

る
だ

け
で

は
、

見
直

し
と

ま
で

は
行

か
ず

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

低
け

れ
ば

、
事

業
の

何
ら

か
の

見
直

し
は

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

目
標

達
成

度
は

設
定

の
困

難
度

に
よ

り
ば

ら
つ

き
が

あ
る

た
め

評
点

へ
の

影
響

度
は

低
い

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

普
通

で
あ

れ
ば

、
有

効
性

を
さ

ら
に

高
め

る
た

め
に

若
干

の
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

低
け

れ
ば

、
事

業
の

内
容

が
不

十
分

と
考

え
ら

れ
、

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

に
検

討
の

余
地

が
あ

る
場

合
は

、
事

業
の

統
合

ま
で

は
い

か
な

い
が

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

普
通

で
あ

る
だ

け
で

は
、

見
直

し
と

ま
で

は
行

か
ず

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

低
け

れ
ば

、
事

業
の

何
ら

か
の

見
直

し
は

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

目
標
が
達
成
で
き
な
く
な
る
突
発
的
要
因
が
あ
る

と
思

う
が

、
多

く
は

目
標

値
の

設
定

が
甘

い
若

し
く

は
活

動
の

結
果

が
実

を
結

ん
で

い
な

い
と

考
え

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

普
通

で
あ

れ
ば

、
有

効
性

を
さ

ら
に

高
め

る
た

め
に

若
干

の
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

低
け

れ
ば

、
事

業
の

内
容

が
不

十
分

と
考

え
ら

れ
、

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

に
検

討
の

余
地

が
あ

る
場

合
は

、
事

業
の

統
合

ま
で

は
い

か
な

い
が

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

普
通

で
あ

る
だ

け
で

は
、

見
直

し
と

ま
で

は
行

か
ず

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

上
位

施
策

へ
の

貢
献

度
が

低
け

れ
ば

、
事

業
の

何
ら

か
の

見
直

し
は

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

類
似

事
業

が
あ

れ
ば

、
事

業
の

統
合

等
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

３
　

存
在

し
な

い

２
　

存
在

す
る

（
検

討
の

余
地

が
あ

る
）

１
　

存
在

す
る

（
見

直
し

が
必

要
）

３
　

存
在

し
な

い

２
　

存
在

す
る

（
検

討
の

余
地

が
あ

る
）

１
　

存
在

す
る

（
見

直
し

が
必

要
）

３
　

存
在

し
な

い

２
　

存
在

す
る

（
検

討
の

余
地

が
あ

る
）

１
　

存
在

す
る

（
見

直
し

が
必

要
）

有 効 性

３
　

目
標

以
上

２
　

概
ね

目
標

ど
お

り

１
　

達
成

で
き

な
い

別
紙

　
２
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コ
ス

ト
効

率
実

施
主

体
の

適
正

化
負

担
割

合
の

適
正

化
評

点

３
　

適
正

で
あ

る
Ａ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｂ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｂ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｂ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｃ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｂ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｂ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｂ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｃ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｂ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｂ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｂ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

３
　

適
正

で
あ

る
Ｃ

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

Ｃ

１
　

適
正

で
な

い
Ｃ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

効
率

性
評

価
項

目
に

お
け

る
視

点
表

改
 
善

 
の

 
着

 
眼

 
点

コ
ス

ト
効

率
、

実
施

主
体

、
負

担
割

合
に

問
題

な
し

事
業

そ
の

も
の

の
見

直
し

で
は

な
く

、
進

め
方

の
中

で
負

担
割

合
に

改
善

が
必

要
で

あ
る

負
担

割
合

が
適

正
で

な
け

れ
ば

、
内

容
に

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

に
改

善
の

余
地

が
あ

る
だ

け
で

は
、

見
直

し
ま

で
に

は
な

ら
ず

、
進

め
方

等
に

改
善

が
必

要
で

あ
る

実
施

主
体

、
負

担
割

合
の

改
善

で
あ

れ
ば

、
見

直
し

ま
で

に
は

な
ら

ず
、

進
め

方
等

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

負
担

割
合

が
適

正
で

な
い

た
め

、
内

容
に

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

コ
ス

ト
効

率
が

普
通

で
あ

る
だ

け
で

は
、

進
め

方
等

の
改

善
は

可
能

で
あ

る

負
担

割
合

の
改

善
の

余
地

が
あ

れ
ば

、
進

め
方

等
に

改
善

が
必

要
で

あ
る

負
担

割
合

が
適

正
で

な
い

た
め

、
内

容
に

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

コ
ス

ト
効

率
が

普
通

で
、

実
施

主
体

に
改

善
の

余
地

が
あ

る
で

は
、

根
本

的
変

更
を

行
わ

ず
、

進
め

方
等

の
改

善
は

可
能

で
あ

る

実
施

主
体

と
負

担
割

合
に

改
善

の
余

地
が

あ
る

た
め

、
実

施
主

体
と

内
容

に
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

負
担

割
合

が
適

正
で

な
い

た
め

、
内

容
に

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

コ
ス

ト
効

率
が

低
く

て
も

、
事

業
の

見
直

し
で

は
な

く
、

進
め

方
に

改
善

が
必

要
で

あ
る

負
担

割
合

に
改

善
の

余
地

が
あ

る
の

な
ら

、
進

め
方

に
改

善
が

必
要

で
あ

る

負
担

割
合

が
適

正
で

な
い

た
め

、
内

容
に

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

の
改

善
が

必
要

な
ら

ば
、

ま
ず

進
め

方
の

改
善

が
必

要
で

あ
る

効
率

性
全

体
と

し
て

は
、

抜
本

的
見

直
し

休
廃

止
に

は
な

ら
な

い
が

、
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

効
率

性
全

体
と

し
て

は
、

抜
本

的
見

直
し

休
廃

止
に

は
な

ら
な

い
が

、
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

実
施

主
体

が
適

正
で

な
い

た
め

、
実

施
主

体
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る

３
　

適
正

で
あ

る

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

１
　

適
正

で
な

い

３
　

適
正

で
あ

る

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

１
　

適
正

で
な

い

３
　

適
正

で
あ

る

２
　

改
善

の
余

地
が

あ
る

１
　

適
正

で
な

い

効 率 性

３
　

適
正

で
あ

る
（

削
減

の
余

地
は

な
い

）

２
　

普
通

（
削

減
の

余
地

が
あ

る
）

１
　

適
正

で
な

い
（

削
減

が
必

要
）

別
紙

　
３
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